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とうかいどうちゅうひざくりげ 

#24 東海道中膝栗毛 

作者：十返舎一九（じっぺんしゃ・いっく 1765-1831） 

刊行：正編 享和２年（1802）- 文化 11年（1814） 

  ：続編 文化７年（1810）- 文政５年（1822） 

 ♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢ 

  解題  

■ 内容 

『東海道中膝栗毛』は膝栗毛物の滑稽本

の一つで、お蔭参りを背景としている。江

戸神田八丁堀（実在しない）に住む栃面屋

弥次郎兵衛と、その食客で旅役者の喜多八

を主人公とした道中話である。初編１冊は

品川より箱根までの様子が書かれ、「浮世

道中膝栗毛」の名で享和２年（1802）に刊行された。 

これが好評だったため、翌年から文化６年（1809）にかけて伊勢参宮のあ

と大阪までの道中が書かれた。さらに文化 11 年（1814）に、主人公の素性

を語った発端１冊が追加され、８編 18 冊となった。これを正編とする。板

元は村田屋治郎兵衛で、挿絵・板下とも一九自筆である（初編のみ栄水が描

いたとする説もある）。なお、文化７年（1810）から文政５年（1822）にかけ

て、四国に寄って中山道を通り江戸へ帰る「続膝栗毛」が刊行されており、

この続編と発端では喜田川歌麿（二世）、北川式麿、勝川春亭なども挿画を

描いている。『東海道名所記』『竹斎』を下地とし、主人公２人の設定は狂言

のシテとアドを原型としている。 

当館所蔵のものは文久２年（1862）の改板本で、正編の 10編 23冊である。

初版本の５編追加は６編の上巻に、発端は初編の上巻に入っている。本文初

めに「滑稽五十三駅」と書かれ、各駅の里数を「加奈川ヨリ程ケ谷ヘ一リ九

丁」というように記している。また、序文の多くが削られ、附言や凡例も省
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略されており、５編の上巻や 10編の下巻では、本文も一部欠落している。 

■ 作者 

作者の十返舎一九は、江戸後期の戯作者で、駿河府中（静岡県）に生まれ

る。本名は重田貞一（または貞七）で、通称を与七という。重田氏は千人同

心の末裔というが定かではない。幼名を市九または幾五郎といい、一九は「市

九」または「幾」をもじったという。江戸に出て町奉行小田切土佐守に仕え、

のち大坂に移って浄瑠璃を書いた。その後、江戸に戻って地本問屋蔦屋重三

郎の食客となり、黄表紙「心学時計草」などを書いて世に知られるようにな

る。代表作は「十徧舎劇作種本」「的中地本問屋」など。 
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